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 福島第一原子力発電所で発生する事故廃棄物の核種インベントリを求めるためのモデルを構築するため

に、サイト内とその周辺の土壌の汚染分布を比較した。サイト周辺の表土の放射性核種分布はサイト内と

同様の方位依存性があったことから、サイト内とその周辺の土壌における汚染分布の連続性を確認した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所では事故により瓦礫や土壌、伐採木、滞留水や汚染水の処理による二次廃棄物、

建屋解体廃棄物のような放射性廃棄物が多量に発生し、これらの処理･処分のためには各廃棄物の核種イン

ベントリを明らかにすることが重要である。そこで、サイト外の汚染分布をもとに作成したモデルにより、

サイト内の汚染分布を求めることを検討している。本報では、サイト内外の汚染分布の関係を調べるため

に、サイト内とその周辺で得られた土壌試料の分析結果を比較した。 

2. 方法 

 前報に示したサイト周辺の 2 点（南側④と西側①）[1]と南側④より西側の南側②で採取した表土試料の

分析結果を検討に供した。サイト内外で採取された土壌の放射能濃度を比較するために、ソースタームか

ら汚染物への個々の核種の移行率を表す輸送比を計算した[2]。基準核種には試料によらず定量できた 137Cs

を選定した。137Cs のほかにサイト周辺の表土に

て濃度が得られた 134Cs、90Sr、238Pu、239+240Pu、
241Am、244Cm について、各地点における輸送比

を求め、サイト内土壌の輸送比と比較した。 

3. 結論 

 図にサイト周辺の 3 地点で採取された表土の

輸送比と Pu の放射能比を示す。2011 年 5 月か

ら11月にサイト内にて得られた 90Srの輸送比の

平均値は、1 及び 2 号機のスタックから西北西

約 500m の地点にて 9.5×10-4、南南西約 500m の

地点で 4.0×10-4 [2]と、それぞれ西側①、南側②

と同程度の値であり、238,239+240Pu の輸送比の平

均値もサイト内とその周辺で同程度の値であっ

た。サイト内とその周辺で汚染分布に関係がみ

られることから、サイト外土壌の汚染状況は、

サイト内の汚染分布を推測するうえで有用な情

報と思われる。サイト周辺の南側の 1 地点では

Pu-238/-239+240 放射能比が高く、事故による核

種沈着の影響が大きいと考えられる。 
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図 サイト周辺で採取した表土の 137Cs を基準と

した輸送比と Pu の放射能比 
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